
六
月
三
十
日
の
本
会
議
で
、
平
成

十
五
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
一
回
）が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
千
四
百
六
十
一
万

九
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
五
百
四

十
五
億
千
四
百
六
十
一
万
九
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
補
正
の
内
容
は
、
御
寄

付
い
た
だ
い
た
大
型
天
体
望
遠
鏡
を

備
え
た
天
体
観
望
施
設
を
市
立
自
然

の
村
に
建
設
す
る
経
費
、
保
育
園
で

の「
涼
」環
境
創
出
の
た
め
の
経
費
、

改
築
す
る
大
野
田
小
学
校
の
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
対
策
等
の
た
め
の
専
門
員
の

設
置
経
費
な
ど
で
す
。

同
補
正
予
算
は
、
六
月
十
七
日
の

本
会
議
に
上
程
後
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員

会
は
六
月
二
十
日
か
ら
行
わ
れ
、
い

ず
れ
の
委
員
会
で
も
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

「
涼
」環
境
創
出
に
向
け
て

一
般
会
計
予
算
を
補
正

「
涼
」環
境
創
出
に
向
け
て

一
般
会
計
予
算
を
補
正

六
月
十
日
か
ら
開
か
れ
た
第
二
回
定
例
会

は
、
六
月
三
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

開
会
当
日
は
市
長
が
施
政
方
針
演
説
を
行

い
、
六
月
十
三
日
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
六
人

の
会
派
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
議
会
で
は
、
助
役
・
収
入
役
の
選
任
の
同
意

や
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
の
規
定
を

含
ん
だ
武
蔵
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、
市
立
保
育
園
の「
涼
」環
境
創

出
事
業
を
含
む
補
正
予
算
等
の
議
決
や
鉄
道
対

策
・
農
水
省
跡
地
利
用
特
別
委
員
会
の
設
置
の

ほ
か
、
十
五
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ

れ
る
な
ど
、活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回

市
議
会
定
例
会

第
二
回

市
議
会
定
例
会

六
月
十
七
日
の
本
会
議
で
、
助
役
に
古
田
土
一
雄
、

永
並
　
譲
の
両
氏
、
収
入
役
に
山
梨
　
榮
氏
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

三
氏
と
も
庁
内
か
ら
起
用
さ
れ
た
も
の
で
、
就
任
は
七

月
六
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

古こ

田た

土ど

一か
ず

雄お

氏

早
大
卒
。
昭
和

四
十
三
年
武
蔵
野
市
役
所
に
入

り
、
秘
書
室
長
、
企
画
部
長
を
経

て
平
成
十
二
年
十
二
月
か
ら
収
入

役
。
五
十
九
歳
。

永え

並な
み

譲
ゆ
ず
る

氏

明
大
卒
。
昭
和
四

十
七
年
武
蔵
野
市
役
所
に
入
り
、

生
涯
学
習
部
長
を
経
て
、
平
成
十

二
年
十
二
月
か
ら
総
務
部
長
。
五

十
五
歳
。

山
梨

や
ま
な
し

榮
さ
か
え

氏

明
治
学
院
大
卒
。

昭
和
四
十
五
年
武
蔵
野
市
役
所
に

入
り
、
企
画
部
参
事
、
児
童
女
性

部
長
を
経
て
、
平
成
十
四
年
四
月

か
ら
財
務
部
長
。
五
十
六
歳
。

助
役
に
古
田
土
・
永
並
氏

収
入
役
に
は
山
梨
氏

助
役
に
古
田
土
・
永
並
氏

収
入
役
に
は
山
梨
氏
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今回の選挙の最大の公約は「安心」
であり、「市民生活の安全」をキーワ
ードとして、治安・防犯、防災、交
通安全、保健について総合的に政策
を構築する。第二は高齢者・障害者
が地域において尊厳を持って生きら
れるような、自立支援促進型福祉を
構築する。第三は「生きていること
のリアリティ」が現在の教育に不足
しているとの認識のもと、「身体・
言語・自然」をキーワードに、教育
や子育てを充実させる。第四は緑化
の推進と水・エネルギー・資源な
ど、環境に配慮した循環型社会の創
設。第五は武蔵境の南北を一体とし
たまちづくりの推進。第六は安全で
清潔で楽しい新たな吉祥寺計画の推
進。第七は情報公開と個人情報保護
の推進。とりわけ開示請求がなくて
も市政情報をわかりやすく開示する
ことに努める。第八は市役所の仕事

を積極的に市民に開放し、やわらか
い組織を目指す。
重点を置く主な事業としては、①

まちづくりの基盤となる道路整備
②交通不便地域の再点検と交通バリ
アフリーの推進③文化・スポーツ・
コミュニティ活動への支援④生涯学
習の一層の充実⑤水道事業・下水道
事業における良好な状態維持のため
の計画的な投資の実施⑥国内・国際
交流において「顔の見える」関係を重
視した交流の推進⑦男女の性差から
生ずる不当な社会的差別の撤廃⑧公
立保育園のあり方の見直し⑨国民健
康保険税負担の見直しと、国の目指
す新たな高齢者医療制度への必要な
対応⑩地方分権と行財政改革の推
進。
さらに、平成17年度から始まる

新しい「第四期基本構想・長期計画」
の策定に市民参加で取り組む。

※「施政方針」：市長の今後4年間の任期における市政
運営の方針を示すもの

「平成15年度施政方針」は、武蔵野市役所のホーム
ページまたは市役所 2階市政資料コーナー
で閲覧することができ
ます。また、市報6月
15日号には要旨が掲載
されています。

三
駅
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

代表質問市長の施政方針
土屋　正忠 市長
TSUCHIYA Masatada

市民生活の
安全を目指し
政策を総合的に構築

問

行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
、
市

長
報
酬
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
、
退

職
金
支
給
基
準
の
見
直
し
と
削
減
、
交

際
費
の
半
減
と
支
出
内
容
の
見
直
し
を
。

答

市
の
特
別
職
の
報
酬
は
、
報
酬
制

度
審
議
会
の
答
申
を
参
考
に
条
例
で
定

め
て
い
る
。
昨
年
、
同
審
議
会
を
開
催

し
た
が
、
改
定
す
る
必
要
が
な
い
と
の

答
申
を
い
た
だ
い
た
た
め
、
条
例
改
正

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
報
酬
カ
ッ
ト
の
考

え
は
な
い
。
退
職
金
も
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
に
従
う
の
が

よ
い
と
考
え
る
。

問

一
般
競
争
入
札
の
適
用
範
囲
の
拡

大
、
電
子
入
札
制
度
の
導
入
等
、
入
札

制
度
改
革
実
施
を
求
め
る
。

答

電
子
入
札
な
ど
の
研
究
は
し
て
い

る
が
、
今
後
の
課
題
だ
。

問

農
水
省
倉
庫
跡
地
の
利
用
計
画
に

つ
い
て
は
、「
知
的
創
造
拠
点
」と
の
箱

物
建
設
の
新
公
共
施
設
基
本
計
画
策
定

委
員
会
答
申
を
白
紙
に
戻
し
、
市
民
参

加
で
の
結
論
を
求
め
る
。
ま
た
、
外
環

道
路
の
建
設
に
つ
い
て
は
反
対
の
姿
勢

を
貫
く
こ
と
を
求
め
る
が
所
見
は
。

答

農
水
省
倉
庫
跡
地
の
利
用
計
画

は
、
長
年
市
議
会
で
特
別
委
員
会
を
設

置
し
議
論
し
て
き
た
。
今
さ
ら
見
直
し

と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
外
環
道
路
の

現
行
計
画
に
は
反
対
だ
が
、
大
深
度
地

下
案
で
あ
れ
ば
、
市
民
生
活
に
直
接
関

わ
り
は
な
く
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
外

環
道
路
が
関
越
か
ら
東
名
ま
で
延
伸
さ

れ
る
の
は
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
高
齢
者
・

障
害
者
福
祉
施
設
整
備
目
標
の
上
方
修

正
、
中
学
校
給
食
実
施
、
公
立
保
育

園
・
小
・
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
の
推
進
を

行
財
政
改
革
の
推
進
を

改選後の初定例会である、第2回定例会の2日目の6月13日、市長の施政方針に対して、
6名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

三
駅
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

問

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
に
と
っ

て
、
行
政
の
事
業
評
価
は
大
変
重
要
な

も
の
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
先
日

配
付
さ
れ
た
個
別
事
務
事
業
の
評
価
試

行
結
果
集
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
事
業

に
単
価
コ
ス
ト
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

今
後
は
事
業
の
比
較
・
検
討
が
新
し
い

視
点
か
ら
行
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。
ま
だ
改
善
の
余
地
も
あ
る
が
、
今

回
の
試
行
結
果
に
つ
い
て
所
見
は
。

答

行
政
コ
ス
ト
だ
け
で
は
事
業
評
価

は
困
難
で
あ
り
、
単
純
に
コ
ス
ト
計
算

の
で
き
な
い
事
業
も
あ
る
。
非
常
に
難

し
い
側
面
は
あ
る
が
、
や
る
以
上
は
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
き
た
い
。

問

市
長
は
、
介
護
保
険
の
法
案
作
成

段
階
か
ら
そ
の
欠
陥
を
訴
え
、
幾
つ
か

の
改
善
を
図
っ
て
き
た
が
、
制
度
導
入

後
、収
入
と
保
険
料
の
逆
転
現
象
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
が
露
呈
し
て
き
て
い

る
。
そ
こ
で
、
①
現
状
に
対
す
る
見
解

を
伺
う
②
改
正
に
当
た
っ
て
、
現
場
の

声
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

答

①
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
必
要
だ
。

全
国
市
長
会
の
中
に
設
置
さ
れ
た
介
護

保
険
特
別
委
員
会
等
で
煮
詰
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
保
険
料
の
逆
転
現
象
に

つ
い
て
は
、
是
正
す
る
方
向
で
努
力
し

た
い
②
市
長
会
等
を
通
じ
て
、
全
国
に

問
題
提
起
し
て
も
い
い
と
考
え
て
い

る
。
現
在
所
管
の
部
課
で
問
題
点
の
整

理
を
行
っ
て
お
り
、
言
う
べ
き
こ
と
は

国
に
対
し
て
も
言
っ
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
長
選
挙
、
ま
ち
の
安

全
・
美
化
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

緑
被
率
の
増
加
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
支
援
、

ご
み
焼
却
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
て

か
え
、
建
築
指
導
要
綱
の
運
用
、
武
蔵

境
の
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

山
下
倫
一
議
員

（
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ
）

YAMASHITA Tomokazu
今
後
の
改
善
に
期
待

今
後
の
改
善
に
期
待

山
本
ひ
と
み
議
員

（
市
民
の
党
）
YAMAMOTO  Hitomi

問

乳
幼
児
医
療
費
の
所
得
制
限
が
都

の
基
準
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
、
二
十
六

市
中
、本
市
を
含
む
七
市
に
す
ぎ
な
い
。

所
得
制
限
の
撤
廃
を
求
め
る
が
所
見

は
。

答

所
得
保
障
の
た
め
に
都
が
設
け
た

制
度
で
あ
り
、
原
則
は
都
の
基
準
で
実

施
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
今
後
長
期

計
画
等
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

今
回
の
選
挙
期
間
中
、
う
そ
や
偽

り
を
も
っ
て
議
員
を
攻
撃
す
る
出
所
不

明
の
謀
略
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
。
厳
重
な

対
応
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

ビ
ラ
等
へ
の
事
前
対
応
は
検
閲
に

あ
た
る
の
で
、
事
後
対
応
し
か
あ
り
え

な
い
。
選
挙
違
反
は
、
刑
事
事
件
で
あ

り
、
司
法
警
察
職
員
の
担
当
で
あ
る
。

問

家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
必
ず
し
も

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

自
治
体
も
あ
る
。
緊
急
事
態
宣
言
等
、

市
民
へ
の
啓
発
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

緊
急
事
態
宣
言
を
急
に
出
し
て

も
、
市
民
は
戸
惑
う
。
有
料
化
は
ご
み

を
抑
制
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考

え
る
。

問

市
民
か
ら
要
望
の
強
い
中
学
校
給

食
を
実
施
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

教
育
委
員
会
の
答
申
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
基
に
判
断
し
た
。
今
後
長
期

計
画
の
中
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
有
事
法
制
・
三
位
一
体

改
革
に
対
す
る
態
度
、
介
護
保
険
料

七
％
補
助
の
継
続
と
減
免
制
度
の
創

設
、
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
で
緊
急
度
の

高
い
人
の
対
策
、
少
子
化
対
策
、
保
育

園
の
民
間
委
託
、保
育
園
へ
の
助
成
金
、

保
育
園
の
待
機
児
対
策
と
学
童
ク
ラ
ブ

の
保
留
児
解
消
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら

低
公
害
車
へ
の
買
い
か
え
助
成
、
市
長

交
際
費
の
減
額
、
ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
プ
の

業
務
、
長
期
計
画
策
定
委
員
の
公
募
・

推
せ
ん
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

乳
幼
児
医
療
費
の
所
得
制
限
の
撤
廃
を

乳
幼
児
医
療
費
の
所
得
制
限
の
撤
廃
を

本
間
ま
さ
よ
議
員

（
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
）

HOMMA Masayo

問

最
も
成
長
著
し
い
中
学
生
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
が
必
要
と
考

え
る
。
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
長
期
計
画
に
臨
む
の
か
。

答

完
全
給
食
と
な
れ
ば
、
膨
大
な
費

用
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢
者
の
給
食
サ

ー
ビ
ス
を
含
め
、
食
の
あ
り
方
と
し
て

慎
重
に
議
論
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

問

小
泉
内
閣
が
進
め
る
地
方
行
財
政

改
革
の
分
権
推
進
会
議
で
は
、
補
助
金

削
減
を
先
行
さ
せ
、
税
源
委
譲
を
将
来

の
増
税
時
に
先
送
り
す
る
案
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
地
方
交
付
税
制
度
を
含
め

た
、
今
後
の
地
方
税
法
の
あ
り
方
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

答

補
助
金
を
地
方
交
付
税
に
振
り
か

え
る
こ
と
は
、
不
交
付
団
体
で
あ
る
本

市
に
と
っ
て
問
題
で
あ
り
、
三
位
一
体

で
の
改
革
が
必
要
と
考
え
る
。今
後
は
、

形
を
変
え
て
影
響
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

引
き
続
き
注
目
し
て
い
き
た
い
。

問

い
じ
め
撲
滅
に
向
け
て
学
校
・
地

域
・
家
庭
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
健
全
な
教
育
環

境
を
築
く
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見
は
。

答

い
じ
め
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
前
提
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在

問
題
な
の
は
親
か
ら
子
へ
の
暴
力
で
あ

り
、条
例
制
定
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

問

武
蔵
境
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

答

緑
・
学
術
・
教
育
・
文
化
・
国
際

な
ど
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
長
期
計

画
や
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
議
論
し

て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
災
害
弱
者
の
避
難
態

勢
、
高
齢
者
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉

型
住
宅
の
施
設
整
備
、
天
文
台
踏
切
の

安
全
対
策
、
ム
ー
バ
ス
路
線
拡
大
、
男

女
共
同
参
画
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

田
辺
あ
き
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

TANABE  Akiko

中
学
校
給
食
検
討
を

中
学
校
給
食
検
討
を

問

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
迷
惑
喫
煙
、

そ
し
て
塀
等
へ
の
落
書
き
の
防
止
策
に

関
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
処

法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

一
年
以
上
前
か
ら
議
論
し
て
き

た
。
条
例
化
し
、
行
政
罰
を
課
す
こ
と

は
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
。
市
民
的
合

意
を
ど
う
つ
く
り
上
げ
て
い
く
か
が
大

切
だ
。

問

歩
行
者
を
守
る
た
め
、
歩
道
を
走

る
暴
走
自
転
車
に
対
し
て
実
効
性
の
あ

る
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

積
極
的
に
検
討
し
た
い
が
、
自
転

車
は
道
路
交
通
法
の
網
が
か
か
っ
て
お

り
、
独
自
条
例
の
制
定
は
難
し
い
。

問

吉
祥
寺
駅
周
辺
の
再
開
発
に
つ
い

て
、
①
駅
南
口
の
パ
ー
ク
ロ
ー
ド
の
道

路
い
っ
ぱ
い
に
走
っ
て
く
る
バ
ス
は
、

歩
行
者
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
あ
る
。

南
口
駅
前
広
場
の
進
捗
状
況
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
向
性
に
つ
い
て
伺

う
②
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
問
題
の
抜

本
的
な
解
決
策
は
、
駅
か
ら
そ
う
遠
く

な
い
場
所
に
大
規
模
な
駐
輪
場
を
つ
く

る
以
外
に
は
な
い
。
西
友
駐
車
場
及
び

隣
接
す
る
土
地
と
吉
祥
寺
大
通
り
の
地

下
を
利
用
し
て
、
大
規
模
な
地
下
駐
輪

場
と
駐
車
場
を
つ
く
る
考
え
は
な
い
か
。

答

①
鋭
意
用
地
買
収
し
て
い
る
が
、

な
か
な
か
納
得
が
得
ら
れ
て
は
い
な
い

②
大
規
模
駐
輪
場
に
は
賛
成
だ
が
場
所

が
問
題
で
あ
り
、
立
体
駐
車
場
等
も
難

し
い
。
今
後
研
究
し
て
み
た
い
。
ま
た
、

地
下
利
用
は
、
採
算
性
も
考
慮
し
、
駐

車
場
や
駐
輪
場
だ
け
で
な
く
商
業
の
活

性
化
も
今
後
視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
多
選
問
題
、
防

災
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
、「
涼
」環
境
の
創
出
、
国
内
交

流
事
業
、
長
期
計
画
の
策
定
方
法
等
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

水
野
　
学
議
員

（
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
）

MIZUNO  Manabu

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
問
う

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
問
う

長
期
計
画

策
定
に
向
け

長
期
計
画

策
定
に
向
け

新
し
い
視
点
に
よ
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

新
し
い
視
点
に
よ
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

問

吉
祥
寺
圏
の
整
備
方
針
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
清
潔
で
美
し
く
、
市
民
が

歩
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
。
美
し
い
ま
ち

吉
祥
寺
の
実
現
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

答

末
広
通
り
を
含
む
各
通
り
を
快

適
・
清
潔
に
す
る
た
め
の
対
策
は
今
後

も
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

ま
ち
の
落
書
き
を
一
掃
す
る
た
め
に
庁

内
に
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、研
究
し
て
い
る
。

問

武
蔵
境
の
五
年
後
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
と
、
鉄
道
の
高
架
化
に
よ
り
渋
滞
の

解
消
や
農
水
省
倉
庫
跡
地
の
公
共
施
設

と
ふ
れ
あ
い
広
場
と
の
調
和
、
北
口
広

場
の
完
成
等
、
再
開
発
の
各
事
業
が
終

わ
り
、人
々
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

だ
が
、
新
し
い
も
の
だ
け
で
は
、
ま
ち

の
特
徴
や
魅
力
が
見
え
て
こ
な
い
。
ま

ち
の
※グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
あ

る
が
、武
蔵
境
に
対
す
る
展
望
を
伺
う
。

答

吉
祥
寺
の
よ
う
な
多
重
多
層
の
商

業
活
動
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
緑

豊
か
な
環
境
の
中
、
路
線
商
業
が
生
活

を
支
え
る
自
己
完
結
型
の
ま
ち
に
な
る

だ
ろ
う
。
周
辺
の
大
学
と
と
も
に
、
新

し
い「
学
術
・
青
年
の
ま
ち
」に
発
展
し
、

住
み
や
す
い
ま
ち
が
で
き
る
と
考
え
る
。

問

三
鷹
駅
北
口
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

答

バ
ス
以
外
の
車
と
歩
行
動
線
が
交

差
し
て
い
る
問
題
は
今
後
の
課
題
だ
。

通
称
梅
林
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
注
目
し
、
四
千
平
米
の
公
共
用
地
に

つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
の
方

向
性
が
出
る
ま
で
は
自
転
車
対
策
に
使

用
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
、市
民
の
安
全
・
安
心
、

環
境
問
題
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

※「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」と
は
、
中
長

期
的
で
総
括
的
な
ま
ち
の
発
展
計
画
を

示
す
も
の
で
す
。

平
成
十
年
に
国
土
庁
が
ま
と
め
た
全

国
総
合
開
発
計
画
が「
21
世
紀
の
国
土
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」と
名
づ
け
ら
れ
、
こ

の
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
井
一
徳
議
員

（
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
）

ISHII  Kazunori  

【市長が6月10日の本会議で行った※「施政方針」の要旨です】

市
長
報
酬
削
減
・

入
札
制
度
改
革

市
長
報
酬
削
減
・

入
札
制
度
改
革6 月 30 日の本会議で、JR 中央線三

鷹・立川間の高架複々線問題の解決、高
架下に付随する問題の解決、農水省食糧
倉庫跡地の利用計画の調査・検討を行う
ために、鉄道対策・農水省跡地利用特別
委員会が設置されました。
同委員会の委員数は 9名で、設置期限
は平成 17 年 6 月定例会最終日までです。
高架複々線問題、高架下に付随する問
題については、平成 14 年 12 月に武蔵境
新駅舎のデザイン（案）が提示され、また、
本年 9月には三鷹・国分寺間の上り線を
仮線に切りかえる工事が行われるなど、
事業が大きく進展しています。
また、農水省食糧倉庫跡地の利用計画
については、同跡地の北側半分を公園に
することが既に決まっており、南側につ
いては、平成 15 年 2 月に新公共施設基

本計画策定委員会から、基本コンセプト
を「集う、学ぶ、創る、育む～知的創造拠
点」とする施設案が市長に答申されてい
ます。
なお、同特別委員会委員は次のとおり
で、正副委員長については次回 8月開催
予定の委員会で選出します。
きくち　太　郎 島　崎　義　司
田　辺　あき子 本　間　まさよ
鈴　木　有　臣 山　本　ひとみ
砂　川　なおみ 川　名　ゆうじ
土　屋　美恵子

（議席番号順）
＊同特別委員会設置に伴い、既に総務委
員会に付託されていた「農水省跡地利用
計画に関わる議会の審議の適正化に関す
る陳情」外 1 件を同特別委員会に付託が
えしました。

鉄道対策・農水省跡地利用
特別委員会を設置
鉄道対策・農水省跡地利用
特別委員会を設置

今の吉祥寺の安全・清潔・楽し
いまちとしての魅力をベース
に、新時代に向けてグランドデ
ザインを検討していきます。

今の吉祥寺の安全・清潔・楽し
いまちとしての魅力をベース
に、新時代に向けてグランドデ
ザインを検討していきます。

今の吉祥寺の安全・清潔・楽し
いまちとしての魅力をベース
に、新時代に向けてグランドデ
ザインを検討していきます。

今の吉祥寺の安全・清潔・楽し
いまちとしての魅力をベース
に、新時代に向けてグランドデ
ザインを検討していきます。

今の吉祥寺の安全・清潔・楽し
いまちとしての魅力をベース
に、新時代に向けてグランドデ
ザインを検討していきます。

地球環境保全や CO2対策とし
て、公園・緑地の創出、大規模
開発への指導等、緑を守り育て
る努力を続けていきます。

地球環境保全や CO2対策とし
て、公園・緑地の創出、大規模
開発への指導等、緑を守り育て
る努力を続けていきます。

地球環境保全や CO2対策とし
て、公園・緑地の創出、大規模
開発への指導等、緑を守り育て
る努力を続けていきます。

地球環境保全や CO2対策とし
て、公園・緑地の創出、大規模
開発への指導等、緑を守り育て
る努力を続けていきます。

地球環境保全や CO2対策とし
て、公園・緑地の創出、大規模
開発への指導等、緑を守り育て
る努力を続けていきます。
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みんなに伝えたい
武蔵野市の「市民参加」

金子　武議員

第2回定例会で、3日目、4日目の6月16日、17日市政全般について、
15 名の議員から一般質問が行われました。この中から質問項目を要約
して掲載します。詳しくは、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役
所の市政資料コーナーに置いてある会議録（8月下旬発行予定）、または
武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第2回定例会分は8月25日
登録予定）でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に対
する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます

http://kensakusv.city.musashino.tokyo.jp/kaigiroku/

武蔵野市議会では、市民の皆さんにとってさら
に身近な議会の実現のため、第 2回定例会より本
会議で行われる「施政方針」、「代表質問」、「一般質
問」について、インターネットによる市議会ライブ
中継を開始しました。
これにより、議会傍聴や武蔵野三鷹ケーブルテ
レビでしか見ることのできなかった会議の様子を、
自宅でも簡単に見ることができるようになります。
特に、毎定例会ごとに行われる「一般質問」の中継
は、武蔵野三鷹ケーブルテレビでも実施しておら
ず、近隣市でも初めての試みといえます。市政へ
の具体的な疑問・要望を示す「一般質問」は、市民
生活になじみやすいテーマが多く、これらの中継
によって、議会の役割や機能が一層開かれたもの
となります。

なお、次回の放送予定は、第3回定例会（9月2日
開会予定）での、「一般質問」中継となっています。

インターネットによる議会中継始まる

問 コミュニティを中心とする本市の市民
参加形態は、武蔵野方式として発展してき
たが、転入してくる新しい住民にもこうし
た情報を伝えていくべきと考えるが所見は。
答 非常に大事なことだと考える。
問 高齢者の大半は人材として活用できる
にもかかわらず、その「場」が不足してい
る。地域の活性化や社会参加促進のために
も、長期計画の柱としてとらえるべきでは。
答 高齢者を社会の重要な構成員として積
極的、前向きに活用することについては、
もっともな提言としてとらえたい。
このほか、市内の原爆被爆者団体への支
援の予算化等についての質問がありました。

子どもの健康に
よりよい環境を

砂川なおみ議員
問 シックスクール対策に対しては、より
厳しい基準づくりが必要と考えるが、①本
市における子どもの健康調査の実態は②大
野田小学校の改築に伴い、他市における症
状例など、調査・検討は行ったのか③数値
目標や指定物質など、本市ではどのような
基準を定めるのか。
答 ①子どものアレルギー疾患等を調査し、
さまざまな症状に対応する体制づくりを行
っている②その都度情報収集しているが、
原因の特定は非常に困難だ③国土交通省の
通知を基準に運用も含め厳正に対処したい。
このほか、中学校給食についての質問が
ありました。

地域の安全・安心施策の
展望を問う

小野正二議員
問 安全・安心施策について、①住まいの
防犯フェアの内容を伺う②ピッキング防止
策で、かぎ交換費用を助成してはどうか③
ホワイトイーグル等の効果は④地震に関す
る地域危険度マップの危険度減少策を問う。
答 ① 11 月 9 日にスイングホールで警察
等による催しを行い市民意識を啓発したい
②考えていない③防犯・防災に成果を上げ
ている④木造密集地域対策、小・中学校強
化と水や物資態勢確立、防災センター建設、
建物強化、市民防災意識の喚起に取り組む。
問 都の商店振興3事業への本市の対応は。
答 補助はしている。要望は多いと考える
ため、経過を見て補正予算等で検討したい。

中学校給食、
実現しないのはなぜ

川名ゆうじ議員
問 中学校給食がこれまで実現されなかっ
たのはなぜか。
答 実現していないのは、費用対効果や優
先順位の点で全市的な合意が形成されてい
ないためだ。また、基本的には個人ででき
ることは個人で行うべきであると考える。
問 学童クラブ充実についてのこれまでの
取り組みと今後の方向性を伺う。
答 昭和 59 年に公設公営で 1 小学校 1 学
童クラブを実現して以来、育成内容ともど
も充実してきた。今後は安全対策や、虐待
予防などにも配慮したい。
このほか、地域子ども館、プレーパーク、
西部図書館等についての質問がありました。

大野田小改築に市民が
納得できる説明を

三宅英子議員
問 築約 30 年で危険性ありとされた大野
田小の改築について、①耐震性が低かった
原因を検証すべきでは②千川小施設検証委
員会で保護者にアンケートをとらなかった
理由は③基本計画検討委員会などの委員選
任に偏りがあるのでは④予算の裏づけが大
雑把で、標準の単価より高すぎるのでは。
答 ①危険校舎の改築が最優先であり検証
していない②違う手法で意見は十分伺った
③適切に人選した結果だ④屋上緑化や耐震
強化等を行う結果として標準より高くなる。
このほか、市長交際費と情報公開につい
ての質問、ホームページでの全部局の交際
費・食糧費等の公開の要望がありました。

中央コミュニティセンターの
建てかえを求める

近藤和義議員
問 中央コミュニティセンターは建築後
30 年が経過し、構造上エレベーター設置
等のバリアフリー改修も難しいため、隣り
のシルバー人材センターを含めて総合的に
建て直すべきと考える。建て直しに当たっ
ては、テンミリオンハウス等を併設した地
域の文化・コミュニティの核となる施設を
建設していただきたいが、いかがか。
答 建て直すとすれば総合的に行うことに
なるだろう。しかし、中央コミュニティセ
ンターの寿命はあと 30 年程度であり、今
のところ具体的なプランは考えていない。
このほか、ドッグラン、ムーバス新路線
等についての質問がありました。

安全で快適な
三鷹駅整備を

向谷千鳥議員

小・中学校に
クーラーの設置を

梶　雅子議員

きれいなまちを
つくるために

深沢達也議員

信頼される学校教育の
確立を

島崎義司議員

生涯スポーツによる
社会づくりを地域から

桑津昇太郎議員
問 スポーツの振興支援は、学校・行政・
企業による主導から、地域住民・地域クラ
ブへと移行すべきだと考えられている。学
校週 5日制導入による子どもの受け皿とし
ての役割や、高齢者の生きがいづくり等と
いう点からも地域でのスポーツクラブの育
成・展開が必要と考えるが、本市の対策は。
答 今後とも、地域指導者の育成と、地域
スポーツ活動の基盤づくりに努めたい。
問 中央公園のスポーツ広場を、整備の行
き届いたグラウンドにできないのか。
答 改修を見据え、都と協議を進めたい。
このほか、中学校の部活動支援等につい
ての質問がありました。

中学校給食未実施は
仕事の停滞ではないか

大野まさき議員
問 子育て環境の充実として、①中学校給
食をなぜ取り上げないのか②四小では暑さ
のために鼻血を出す児童がいたが「涼」環境
対策が必要では③訪問相談室へ通う不登校
児童・生徒にも、独自の行事等が必要では。
答 ①長期計画の中で議論したい②南保育
園での試みを見ながら検討したい③一人一
人の状況に応じて指導・援助を行っている。
問 施政方針では、仕事の停滞、行政の私
物化等はないとあるが、市長交際費や土地
公社の土地購入等の見直しはしないのか。
答 過不足のないように行っていきたい。
このほか、中町 1丁目の中央大通りの信
号設置等についての質問がありました。

問 三鷹駅北口下りエスカレーター、エレ
ベーター早期設置は、ベビーカーや車いす
を使用している方を初め多くの市民の切実
な願いである。今年度の本市予算には、事
前調査費が計上され、平成 16 年以降に実
施されるということであるが、市民の声に
こたえた速やかな事業着手を求める。また、
事前調査の内容を報告し、今後の具体的な
計画を示していただきたいが、いかがか。
答 基本的には JR の責任施行であるが、
鉄道の安全を確保するためにある程度の時
間は必要だ。今後とも推移を見ていきたい。
このほか、都営住宅建てかえ、JR社宅跡
地新築計画等についての質問がありました。

問 暑い夏も小・中学生が集中して授業を
受けられるよう、普通教室にクーラーの設
置を強く求めるが所見は。
答 子どもにとって外界の気温に対応して
いく能力は大切である。窓を開けて授業で
きる教室に現在設置は考えていない。
問 選挙に行くのが困難な人の投票の権利
を保障するために、投票所及び不在者投票
所の増設を求めるが、見解を伺う。
答 投票所数は、市の面積割合で他市に比
べて多い。不在者投票所は、設備や管理等
の問題があり、増設は考えていない。
このほか、井の頭公園（西園）プールの存
続等についての質問がありました。

問 たばこ・ごみのポイ捨てに対し、罰則
として過料を科する方法が、他の自治体で
効果をあげていると聞く。このような方法
について、市長の見解を問う。
答 ポイ捨ての現場をすべて特定できるわ
けではなく、さらに現場で過料を徴収する
のは問題があると考える。
問 商店街のシャッターや民家の壁等に落
書きが見られるが、除去のための費用を補
助するなど市でできることはないか。
答 現在、庁内で研究会をつくり、除去す
る方法も含めて対策を研究している。
このほか、市内 3駅周辺のクリーン度の
現況等についての質問がありました。

問 本市の教育改革について、①教育基本
法は、次代を担う子どもたちのために精神
や哲学がしっかりしている必要がある。現
在行われている法改正の動きをどう評価し
ているか②開かれた学校づくり協議会を活
用した保護者や地域からの意見聴取と情報
提供システムの現状及び方向性について伺
う③教師の指導力強化策について伺う。
答 ①審議会の答申と市の教育目標は重な
る部分が多い。法改定の経緯を見て、より
よい教育目標にしたい②保護者、地域等広
く意見を集約しており、必要なものは学校
だより等で周知したい③都の研修のほか、
市独自の教育研究員制度等も行っている。

IT活用 積極的に推進すべき
やすえ清治議員

問 市民サービス向上のために電子自治体
の構築が重要だ。IT を活用した行政サー
ビスの実現について見解を伺う。
答 紙媒体であれば、誰もが利用できるが、
IT は操作技術が必要なため、サービス分
野でどこまで適用できるか等、研究したい。
問 インターンシップは学生に職業体験の
場を提供し、仕事に対する関心を高める上
で大きな意味を持つと考える。市役所での
インターンシップの現状と展望を伺う。
答 8月に1、2 週間ほど、学生が希望する
職場で受け入れている。今後も実施したい。
このほか、緊急災害時の情報管理につい
ての質問がありました。
＊インターンシップ：仕事の内容が自分の適性と合っているかを知
るため、学生が研修生として体験就業すること

子どもの虐待
早期発見・対処を

土屋美恵子議員
問 子ども SOS 支援センター（仮称）は、
子どもの虐待を早期発見し、早急に対処す
るために、どのような方策を行うのか。
答 同センターは虐待の通報を受け、緊急
訪問相談や指導、見守りなどを都立杉並児
童相談所をサポートする形で行う。さらに、
虐待が発見される主なルートである保育園
系統、学校系統、生活保護系統それぞれの
課長に責任を持たせて早期発見に努める。
問 子育て支援として、乳幼児救急救命講
座をすべての親が受けるようにできないか。
答 今後研究していきたい。
このほか、子育て支援推進のための新規
事業等についての質問がありました。

行財政改革
不断の努力で

きくち太郎議員
問 行政は肥大化しやすい。今後、福祉行
政に膨大なコストが見込まれる中、常にコ
スト意識を持ち、公務員削減や経費削減を
目指すべきと考えるが市長の見解を伺う。
答 退職金の見直し、職員定数の削減、財
政的な見直し等を逐次進めていきたい。
問 公立小・中学校は完全週5日制になり、
中学校では総授業時数が年間 70 時数減っ
た。このような状況の中で武蔵野市の基礎
学力充実に向けての取り組みを伺う。
答 基礎学力を重視し、学びたいという意
欲が起きるような授業をしっかり行いたい。
このほか、福祉行政のゆがみについての
質問がありました。

吉祥寺市政センター跡地に建設予定の「吉祥寺シアター（仮称）」の建物
デザインが決まりました。外観は建物の高さを抑えて都市景観に配慮し、
劇場内は演出効果を最大限に引き出すため簡素な内装になっています。

都市計画公園として、吉祥寺北町 2丁目の「はなもみじ公園」が都市計
画決定されました。住宅密集地であるこの地域の防災拠点であると共に、
身近なオープンスペースとして活用できる公園に整備される予定です。

▲　コンピューター
上ではこのようにご
覧いただけます。

▲インターネット中継の撮影

▲

市内の公園の美観向上と使用ルールの徹底を目的として、昨
年 8月に実施した「公園サイン賞」受賞作のデザインをもとに
各公園にふさわしい色彩を用いた公園サインを作成しました。

近年の夏の暑さによる幼児の健康への影響を考慮し、市では、市
立保育園に地下水の屋根散水や換気扇での通風により「涼」環境を
創出することにし、モデル園として南保育園の改修を行いました。

市内で収集・処分されるごみのうち、可燃ごみの焼却残 と破砕された
不燃ごみは日の出町の二ツ塚処分場に埋め立てられています。近年、埋
立量は増加傾向にあり、ごみ減量・リサイクルの推進が喫緊の課題です。
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第2回定例会

【市長提出議案（13件）】

●武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
……………………………………可決（全会一致）

※特別土地保有税審議会条例廃止に伴い、同審議会委員報酬を削除するもの

●武蔵野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 ………可決（賛成多数）

※雇用保険法改正に伴い条文整備をするもの

●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例 ………………………可決（賛成多数）

※8月25日から始まる住民基本台帳カード発行に伴う手数料等を定めるもの

●武蔵野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
……………………………………可決（全会一致）

※武蔵野市非常勤消防団員に係る退職報償金の額を2,000円引き上げるもの

●平成15年度武蔵野市一般会計補正予算（第1回）……………………可決（賛成多数）

※保育園の「涼」環境創出のための工事費など、総額2億1,461万9,000円を当初予算に追加するもの

●平成15年度武蔵野市老人保健（医療）会計補正予算（第1回） ……可決（全会一致）

●平成15年6月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例
……………………………………可決（賛成多数）

●平成15年6月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例
……………………………………可決（賛成多数）

●平成15年6月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例
……………………………………可決（全会一致）

●武蔵野市助役の選任の同意について ……………………………………同意（賛成多数）

●武蔵野市助役の選任の同意について ……………………………………同意（賛成多数）

●武蔵野市収入役の選任の同意について …………………………………同意（賛成多数）

●武蔵野市固定資産評価員の選任の同意について ………………………同意（賛成多数）

【議員提出議案（3件）】

●税源移譲を基本とする三位一体改革の早期実現に関する意見書 ……可決（全会一致）

●義務教育費国庫負担制度堅持に関する意見書 …………………………可決（全会一致）

●電力の安定供給に関する意見書 …………………………………………可決（賛成多数）

第2回定例会で可決された意見書は3件で、
意見書については政府へ提出されました。
その要旨は次のとおりです。

With you vol.6
武蔵野市の友好都市であるルーマニア・
ブラショフ市において、医療支援を行っ
ているのが、市内に本拠地を置く NPO
法人、プロジェクト HOPE ジャパンで
す。産婦人科病院へ赤ちゃんのおむつ用
洗濯機を寄贈したり、ブラショフ市の
IT センターの開設に協力するなど、両
市の 11 年にわたる交流において、大き
な役割を果たしています。
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■
継
　
続

■
一
事
不
再
議

■
不
採
択

■
採
　
択

自由民主クラブ 460 － 1884 651 － 9444
民主・市民ネット 460 － 1889 651 － 9587
市議会市民クラブ 460 － 1885 651 － 9445
市議会公明党 460 － 1887 651 － 9479
日本共産党武蔵野市議団 460 － 1888 651 － 9485
市民の党 460 － 1890 651 － 9604
無会派議員（第7控室） 460 － 1886 651 － 9469
無会派議員（第8控室） 460 － 1909 651 － 9629
※6月より、各会派議員控室に直通 FAXが入りました。
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OFC-GIKAI@city.musashino.tokyo.jp
http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/index.html

議案の審議（可決）結果一覧
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転
嫁
と

せ
ず
、
税
源
移
譲
等
と
の
一
体
的

実
施
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
・
財

務
・
経
済
産
業
・
経
済
財
政
政
策
担
当

大
臣
あ
て
）

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

小
泉
内
閣
は
、「
聖
域
な
き
見
直
し
」

を
唱
え
、
地
方
交
付
税
交
付
金
や
補
助

金
に
つ
い
て
も
見
直
し
の
意
向
を
表
明

し
て
い
る
。
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準

維
持
向
上
を
図
る
上
で
、
極
め
て
重
要

な
制
度
で
あ
る
。

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
す

る
。

一
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅

持
し
、
地
方
の
財
政
運
営
に
支
障

の
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
措
置

す
る
こ
と
。

二
、
同
制
度
か
ら
事
務
職
員
・
栄
養
職

員
の
除
外
を
行
わ
な
い
こ
と
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
文
部
科

学
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
あ
て
）

電
力
の
安
定
供
給
に
関
す
る

意
見
書

東
京
電
力（
株
）に
よ
る
一
連
の
不
祥

事
は
、
電
源
立
地
地
域
住
民
に
対
し
、

原
子
力
発
電
に
対
す
る
不
安
と
不
信
を

呼
び
起
こ
し
、
つ
い
に
は
全
プ
ラ
ン
ト

の
停
止
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
至
っ
て

い
る
。

関
係
当
事
者
は
、
引
き
続
き
電
源
立

地
地
域
の
住
民
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、

何
よ
り
も
地
元
住
民
に
お
け
る
安
心
・

安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
考
え
、
信
頼

回
復
へ
向
け
た
早
急
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

東
京
電
力（
株
）に
対
す
る
指
導
・
監

督
の
徹
底
を
図
り
、
一
日
も
早
く
、
電

力
の
安
定
供
給
に
向
け
た
運
転
が
再
開

出
来
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
・
総
務
・
経
済
産
業
・
環
境
大
臣
あ

て
）

意 
政
府
へ 

見 
書 

永年勤続議員表彰

6月 4日開催の関東市議会議長会定期総会及び、6月 19 日開催の

全国市議会議長会定期総会において、永年勤続議員として次の議員が

表彰され、その伝達式が6月30日の本会議で行われました。

●20年以上勤続 石井　一徳

*

▲洗濯機寄贈後

洗濯機寄贈前

▲


